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世界にもし 7000 の⾔語があるとしたら、恐らくその 9 割は無⽂字⾔語であろうと思

われる。無⽂字社会にも⽂学はあり、テキストはある。書かれないだけである。発表者
はアフリカで⾔語調査をしながら、たんに語彙や⽂法だけでなくテキストにも興味を寄
せ、様々な⼝承⽂学を⽂字化してきた。⺠話、伝承、歌、諺、謎々、⼈名、地名、
太⿎メッセージ、タブー表現などである。⾔語学者は、テキストの⾔語表現にまず注⽬
するが、それが表す内容も興味深いものである。 

本発表では無⽂字社会のテキストの特徴を取り上げ、ウガンダ⻄部のニョロ語社会
のタブー表現を中⼼に、その論理とそれが果たす社会的役割について考察する。 


